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「風田神楽」

日南くろしお支援学校
は、今年で創立４６年目を
迎える県南地区唯一の特
別支援学校です。校舎の東
側に太平洋を望み、豊かな
自然に囲まれた環境にあり
ます。
平成２７年から風田地区

に伝わる神楽を「風田神楽
保存会」の方々に教わりな
がら熱心に練習に取り組ん
できました。令和３年に開催
された「心のふれあいフェ
スタ」にも出演しました。
風田神楽は、日南市風

田地区に伝わり、２月第１
日曜日に春祈年祭として風
田神社で奉納されます。
古老の言い伝えでは、豊

玉姫が竜宮から亀に乗って
風田地区に上陸したとあり
ます。
風田神楽は、稲作準備

前に豊作を祈願する作神
楽として奉納されています。

宮崎県は、神楽に対する県民の興味関心を高めるとともに、宮崎県が進めている神楽のユネスコ無形文化遺産登

録に向けた機運を醸成するため、令和５年８月６日（日）に宮崎市民文化ホールを会場に「Road to ユネスコ みや

ざき ＫＡＧＵＲＡフェスティバル２０２３」を開催する予定でした。そのオープニング公演として本校の高等部生有志によ

る「風田神楽」が披露されることになっていました。生徒たちは、放課後、夏休み等を利用して、「風田神楽保存会」の

方々の指導のもと、練習を積んできましたが、たいへん残念なことに、台風６号の接近により、当日のフェスティバルは

中止となってしまいました。生徒たち、風田神楽保存会の方々、保護者の方々、職員等もたいへん楽しみにしていたの

ですが、自然の力にはかなわないですね。

２月第１日曜日の風田神社への奉納以外にも、また、披露の機会があればお知らせいたします。

日本の貴重な伝統文化の継承の一翼を担えることを誇りに、これからも生徒たちは練習に励んでいきます。

（文責 校長・肱岡）


